
令和３年度鴨川市立国保病院運営協議会第１回会議 次第

令和３年５月１２日（水）

午後３時００分から

鴨川市立国保病院 会議室

１ 開 会

２  委嘱状の交付

３  市長あいさつ

４  会長、副会長の選出

５  議 事

（１）新病院の概要及び令和３年度病院運営方針等について

   

（２）令和２年度鴨川市病院事業会計予算の繰越しについて

（３）令和３年度鴨川市病院事業会計補正予算（第１号）について

６  その他

７  閉 会
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資料３ 令和２年度鴨川市病院事業会計予算繰越計算書

資料４ 令和３年度鴨川市病院事業会計補正予算（第１号）
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新病院の概要及び令和３年度病院運営方針等について 

 

1.新病院の概要 

 鴨川市立国保病院建設事業(１期工事)の完了(令和３年２月２８日)後、移転・準備を

経て開院した新病院の概要は、次のとおり。 

  

 ・構造種別 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造、地上３階建て   

・建物の高さ 16.10ｍ    ・建築面積 2,484．36 ㎡    

 ・延床面積 5,112．15 ㎡ (旧病院(3,465 ㎡)の 1．47 倍) 

 

・病床数      ７０床    

一般病棟５２床 (地域包括ケア病床５２床) 

療養病棟１８床 (医療療養１０床、介護療養８床) 

※個室６４室＋多床室２室＝６６室 

 

 ・新病院開院日  令和３年４月２６日(外来診療開始は令和３年５月１日) 

                   ※診療所開設(昭和２３年１２月１９日)から７３年目 

                   ※旧病院開院日(昭和４８年１０月１日)から４８年目 

 

 ・診療科目     １２科 

内科、小児科、循環器内科、神経内科、整形外科、 

スポーツ整形外科、眼科、耳鼻いんこう科、泌尿器科、皮膚科、 

リハビリテーション科、歯科 

 

 ・併設        地域包括ケアセンター(訪問診療、訪問歯科診療、訪問看護、 

訪問リハビリ、居宅介護支援、訪問介護、医療・介護連携支

援室、福祉総合相談センター・長狭) 

 

・職員数（R.３．４.1 現在）  １２９名(正職員６３名、非常勤職員６４名)＋シルバー派遣 2 名 

※主な職員構成  医師５名(常勤)、歯科医師２名(常勤) 

薬剤師２名（常勤 1 名、非常勤 1 名） 

看護師・准看護師 ３９名（常勤３４名、非常勤５名） 

臨床検査技師２名（常勤 1 名、非常勤 1 名） 

放射線技師２名（常勤 1 名、非常勤 1 名） 

                     理学療法士５名（常勤)、作業療法士１名（常勤) 

 

資料１ 



2 

 

２.令和３年度の運営方針等 

【運営方針】 

  新病院開院による円滑な病院運営に取り組むとともに、旧病院の解体・外構工事 

 を行う鴨川市立国保病院建設事業(２期工事)への着手。 

あわせて、リハビリテーションをはじめとする医療機能の充実強化を図るとともに、

経営改革推進による収支改善、さらには医療や介護、保健、福祉等の連携強化に

よる地域包括ケアシステム構築を重点に取り組む。 

 

【重点的な取り組み】 

№ 重点的な取り組み 備 考 

１ 【新病院開院による円滑な病院運営】 

 新病院開院後の診療体制及び窓口業務等を円滑に軌道

に乗せ、患者・利用者へのサービスの向上・満足度を高め

る。 

  (１) 電子カルテ等医療情報システム導入による外来、

入院診療等における迅速かつ効率的な診療環境を

整える 

  (２) 医師、看護師をはじめとする診療に必要な医療ス

タッフの適性配置及び確保 

  (３) 診療体制を確保するための教育・研修の充実強化 

  (４) 窓口における会計時のカード決済導入（ＪＣＢ ＶＩＳＡ 

Mastercard 他） 

(５) 給食は、地元食材を極力仕入れ提供（みんなみの

里ほか） 

  (６) 病棟に見守りロボット導入を検討 

 

 

 

 

 

２ 【新病院建設事業（２期工事）／旧病院解体・外構工事】 

 新病院建設事業１期工事による新病院開院後は、２期

工事として、旧病院の解体・外構工事（駐車場整備１３３

台、植栽）、リハビリテーション棟の改修を行う。 

(別添の参考資料 1：建設スケジュールを参照) 

 ※２期工事の総事業費 ２億８，３９２万６千円 

 

  ・２期工事 公告、入札  令和３年５月～６月   

  ・２期工事（工期７ヶ月）  令和３年７月～令和４年１月 

 

（参考） 

新病院建設に係る

総事業費(1 期、2 期) 

・設計費 99,072 千円 

・工事費 

 2,509,493 千円 

・医療機器等 

171,487 千円 

 計 2,780,052 千円 
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３ 【医療機能の充実強化】 

 現行の診療科(１２科)を維持しつつ、その中で、安房地域

を基本とする医療圏及び市内医療機関の役割分担のもと

に、必要な医療について充実強化を図る。 

(１) リハビリテーションの充実強化 

(２) 外来診療の充実 

・眼科診療に係る医療機器導入と診療日数増 

・小児科診療充実に向けた検討 

 

 

(参考) 

外来：眼科診察日 

《旧：月２日程度》 

第 2、第 4 木・午後 

《新：月 10 日程度》 

毎週火、水・午前、午後 

第 2、第 4 木・午後 

 

４ 【経営改革の推進】 

 新病院開院後の経営改革推進の一環として、病院事業

における経営の安定化を図っていくことが必要である。 

あわせて、本年度は、総務省の公立病院改革ガイドライ

ンにもとづき、令和４年度から令和８年度までの５か年を計

画期間とする「新鴨川市立国保病院改革プラン(以下「改革

プラン)という。)」策定年度であるため、この改革プランに盛

り込む経営改革推進事項について検討するとともに、本年

度から可能なものについては、着実に改革推進に取り組

む。 

（１） 国保病院経営改革推進事業 

今後の新たな経営方針、経営目標を設定し、その中

で経営の効率化、安房医療圏における地域医療構

想(千葉県策定)を踏まえた役割の明確化(医療機能

のあり方や広域連携の必要性)等の経営改革推進

に係る検討を行う。 

（２） 医療法人鉄蕉会との協定書にもとづく連携推進 

    ・国保病院職員の資質向上のための教育研修 

     ①リハビリテーションの機能強化 

     ②医療機能に応じた看護体制強化 

 

 

(参考) 

(平成２７年度国保病院

あり方検討基礎調査等

業務） 

委託料 6,048 千円 

 

 

 

 

（令和３年度経営改革推 

進業務)         

委託料 2,640 千円 

５ 【地域包括ケアシステム構築に向けた体制づくり】 

 新病院に設置した在宅支援を行う地域包括ケアセンター

内の「福祉総合相談センター・長狭」を機能強化型センター

とするための検討を行う。 

(別添の参考資料２：包括的支援体制(案)を参照) 

 

(参考) 

鴨川市第４次５か年計画

における位置づけ 

5-1 保健医療の充実 

 



鴨川市立国保病院建設事業

■建設スケジュール

令和元年度 令和2年度 令和3年度

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

マイルストーン

設計/監理業務 ▼

工事発注

運営

令和3年5月12日現在

参考資料１

工事発注 新築工事

確認申請

▼工事着工

公告・入札・

工事請負契約

2月28日竣工引渡し▼

準備

移転

医療機器・備品搬入設置

開院準備・トレーニング

引越・医療法検査

▼4月26日新病院開院

▼ 内覧会 4月17日

既存病院で運営

新病院 運営

既存棟解体・外構

リハ棟改修工事

既存病院棟解体工事

工事完了▼

外構北側駐車場

外構南側３箇月

本体工事

意図伝達・監理業務（本体工事・外構工事） 意図伝達・監理業務

（外構工事・リハ棟改修)

竣工検査等

竣工検査等

完了検査 完了検査

４箇月

３箇月

準備・先行解体

医療情報システム

工事

工期17.5箇月 工期７箇月

医療法上の手続き

病院変更申請

公告・入札・工事請負契約

9月10日入札

什器・備品類

医療機器

公告・入札・契約

入札・契約

入札・契約

搬入設置

搬入設置

製造・設置準備

システム導入・構築

システム機器設置・トレーニング

工期1月13日▶

工期延期▶

１期工事 ２期工事

１.5箇月

▼ 4月28日 入院患者移動
5月1日 外来診察開始



鴨川市における地域包括ケアシステム構築に向けた包括的支援体制（案）
　

○日常生活圏域（４圏域）における包括的支援体制 令和３年５月１２日現在

　

　

　

　　●　 　

君津市 　  

富津市
　 　

●
鴨川市ふれあいセンター 天津小湊地区

　　　　　　　長狭地区 　
　 　 　 鴨川地区 　

● 　 　 ●

鋸南町  
　  

 
　  

南房総市 江見地区 　

  　 　

  　 　 　

 　 　 　

   　 　
● 　

 　 　 江見公民館

 　

 

  ※福祉総合相談センター・江見については、住民の身近な場所で、
 相談対応可能となるよう、令和３年度から「江見公民館」内へ
 センター機能を移設

〔福祉総合相談センターの機能〕
福祉総合相談センターは、子どもや障害者、高齢者など対象者を問わず全世代を対象に相談支援を行う機関である。
市内には、基幹型センター(24時間対応)、サブセンター(24時間対応)、ブランチ(相談のみを受付)の３タイプの機関がある。それぞれ役割分担の
もとに、個別(世帯)支援、地域支援に取り組む機能を有し、厚生労働省では2025年を目途に全国の市町村に設置することとしている。

      〔課題と今後の展開〕
○広域的な連携支援体制の構築
長狭地区と隣接する市外地域（南房総市、鋸南町、君津市、富津市）は、高齢化率が５０％～７０％台の地区も点在しており、安房、君津地域

      ２つの医療圏にまたがる広域的な在宅連携支援が必要な現状にある。こうした中、どのような支援体制を構築していくかが課題となっている。
　  　　 　このため、新たな展開案としては、地域包括支援センター・ブランチ機能を有する「福祉総合相談センター・長狭」を、機能強化型の「地域包括支援

　　　 センター」へと変更することを検討する。

※「地域包括ケアセンター」は、平成２８年度から平成３０年度までに 　・長狭地区の人口規模（4,293人　65歳以上人口1,979人　高齢化率46.1％）からすると、３つめの地域包括支援センターを設置することが必要
　 　※鴨川市第４次５か年計画の位置づけ　５－１　保健・医療の充実(Ｐ９０)

　　訪問介護ステーション等を一体化したセンターとする。 〔参考〕鴨川市人口　32,457人　65歳以上人口12,435人　高齢化率38.3％

　

鴨川市立国保病院　

　 　 天津小湊保健福祉センター

　

　

 

　

　　設置の上記機関と、既存の訪問診療・歯科、訪問看護ステーション、　　

福祉総合相談センター・江見

平成３０年度～

福祉総合相談センター・天津小湊
平成２５年度～

（地域包括支援センター・サブセンター）
委託先：社会福祉法人 太陽会

天津小湊保健福祉センター内

鴨川市福祉総合相談センター
平成２４年度～

（直営：地域包括支援センター）

【新たな地域包括ケア推進体制】
実施機関 ⇒鴨川市立国保病院

○平成28年度
「医療・介護連携支援室」を設置

医療ソーシャルワーカー（１名）を配置

○平成29年度

「居宅介護支援事業所」の機能強化
主任介護支援専門員（１名）を配置

○平成３０年度

「福祉総合相談センター・長狭」を設置

○令和元年度

「地域包括ケア病床」への段階的転換

○令和２年度

訪問看護ステーションに、精神科領域（認知症含む）ケア

及びターミナルケアの支援強化

○令和３年度（令和３年5月の新病院開院に合わせ設置）

「地域包括ケアセンター」を設置

鴨川市立国保病院内

福祉総合相談センター・長狭
平成３０年度～

（地域包括支援センター・ブランチ）

令和４年度～ 機能強化型
福祉総合相談センター・長狭

参考資料２



〇地方公営企業法第２６条第２項ただし書の規定による事故繰越額

　新型コロナウイルス感染症により、鴨川市立国保病院建設事業(１期工事)が遅れたため、令和２年度内に新病院移転業務(旧病院から新病院への移転・

引っ越し業務)が完了しなかったことにより、下記について令和３年度に繰り越すもの。

・事業名　　　　　　新病院移転事業　　

・受注者　　　　　東京都江東区越中島3丁目６番　福山通運株式会社　営業部 　〔参考〕
　移転・引っ越しの主な内容

・契約年月日　　 　　・医療機器（レントゲン、リハビリ、検査機器他）１５０点
　　・什器類(待合いソファー、机、いす他)５５０点

・履行期限　　　　令和３年３月１５日　　⇒　(変更後)令和３年４月３０日 　　・カルテ、書類、文書類７７０箱
　　・入院患者の搬送４２名

・翌年度(令和３年度)繰越額　１４，３００千円

※上記は、「資料３　令和２年度鴨川市病院事業会計予算繰越計算書」の概要であり、令和３年第２回市議会定例会へ報告するもの。

　この補正予算は、「資本的収入及び支出」において、外来診療における眼科の医療機器を新たに導入するにあたり、収入及び支出にそれぞれ２，３１０万円を

計上したいため、下記のとおり予算を編成した。

〇予算の概要

節 金額

1　資本的収入 297,673 23,100 320,773

1　企業債 197,100 23,100 220,200

1　企業債 197,100 23,100 220,200 企業債 23,100

※　支出における「医療器械等購入費23,100千円」に係るもので、外来診療における眼科医療機器導入に伴う病院事業債23,100千円を計上した

　　もの。

節 金額

1　資本的支出 391,999 23,100 415,099

1建設改良費 322,320 23,100 345,420

1　有形固定資産購入費 38,394 23,100 61,494 医療器械等購入費 23,100

※　「医療器械等購入費　23,100千円」は、外来診療の充実を図るため、眼科診察時に必要な医療機器を購入するもの。

　　　〔購入予定の眼科医療機器〕

　　　　・光干渉断層計、スリットランプマイクロスコープ、レーザー光凝固装置、レーザー手術装置、自動視野計、視力測定機器ほか

　　

※　眼科医療機器導入に至った経緯

　　　鴨川市立国保病院では、これまで月2回、第2、第4木曜日の午後に眼科診療を行ってきたが、市内の眼科医院の診療休止にともない、

　　国保病院への受診希望者が増加したため、本年4月から新たに毎週火曜日と水曜日を診察日として8日追加し、これまでの月２日と

　　合わせ、月10日の眼科診療としたところである。

　　　　この診療日数拡大とともに、眼科受診希望者増に対応した診療環境の充実を図るため、今般、安房医師会の眼科専門医師の協力

　　を得て、眼科医療機器を導入するに至ったもの。

※上記は、「資料４　令和３年度鴨川市病院事業会計補正予算(第1号)」の概要であり、令和３年第２回市議会定例会へ提案する議案の

　概要。

(単位　千円)

説　　明

款 項 目 既決予定額 　補正予定額 計

款 項 目 既決予定額 　補正予定額 計

資本的収入及び支出

(収　　　　　　　　入)

(単位　千円)

説　　明

(支　　　　　　　　　出)

病院事業会計予算に関する概要

令和２年度鴨川市病院事業会計予算繰越計算書の概要

令和2年11月16日

令和３年度鴨川市病院事業会計補正予算(第1号)の概要

令和３年度鴨川市病院事業会計補正予算(第1号)実施計画

資料２
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眼科の診療拡大に伴い導入する主な機器 

 

 国保病院では、これまで月２回程度、木曜日の午後に眼科診療を行っていたが、市内の眼科医院の休止

に伴い、本年４月から新たに毎週火曜・水曜を診療日として追加したところである。 

今般の診療拡大に伴い、以下のような機器を導入することで、これまで以上に充実した治療を行うた

め、６月の定例市議会に購入のための補正予算を提出するもの。 

 補正予算計上額：23,100 千円 

 

 

 

品 名 光干渉断層計 

数 量 １台 

用 途 緑内障などの視神経疾患全般、加齢黄斑変性などの黄

斑疾患全般の診断に不可欠な装置。 

 

 

 

品 名 スリットランプマイクロスコープ 

数 量 １台 

用 途 眼球の前眼部や中間透光体を見るもので、結膜・角膜・

前房・虹彩・水晶体・硝子体・眼底（視神経や網膜）

の検査をする機械。患者の来院時には必ず行うもの。 

 

 

 

品 名 レーザー光凝固装置 

数 量 １台 

用 途 糖尿病や静脈閉塞の眼底出血の治療、緑内障の治療

に不可欠な機器。 

 

参考資料 
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品 名 眼科用ヤグレーザー手術装置  

数 量 １台 

用 途 白内障手術後の後発白内障の手術や緑内障虹彩切除

術を行うための機器。 

 

 

 

品 名 自動視野計 

数 量 １台 

用 途 緑内障や視神経疾患、その他の疾患の患者に対し、視

野検査を行うための機器。 

 

 

 

品 名 オートレフケラト / トノ / パキメータ 

数 量 １台 

用 途 視力測定のための眼の屈折検査や眼圧検査を行うた

めの機器。 

 

 

 

品 名 スペースセービングチャート 

数 量 ２台 

用 途 視力検査を行うための機器。 

 










